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2.�FireDACのデータ
取得に関する�
テクニック

2-1.データベースエンジン変更時の
マッピングルール

Delphi/400 と IBM i との間でデータ
をやり取りする場合、値の受け渡しのた
めに、データベースエンジンではコン
ポーネントでデータ型を自動的に設定す
る。

このデータ型のルールはデータベー
スエンジンによって異なり、BDE、
dbExpress、FireDAC では一致しない
データ型もある。たとえば整数や小数 4
桁以内の実数は BCD 型、小数 5 桁以上
の実数は FMTBCD 型として扱われる。

【図 1】【図 2】
FireDAC で新規開発する場合はその

ま ま で 問 題 な い が、従 来 の BDE や
dbExpress から FireDAC に移行する
ときは、データ型が異なる部分を変更し
ておく必要がある。たとえばデータの処

1.はじめに
Delphi/400 10 Seattle のリリース以

降、新規開発や他の接続方式からの移行
において最新のデータベースエンジンで
ある FireDAC が採用されることが多く
なった。2016 年版『ミガロ . テクニカル
レポート』の SE 論文でも、「新データ
ベースエンジン FireDAC を使ってみ
よう！」と題して FireDAC の基本的な
使用方法を紹介している。

本稿では、FireDAC をさらに使いこ
なすための実践的なテクニックを検証
し、紹介していく。データベースエンジ
ンの操作には大きく分けてデータ取得と
データ更新があり、各章に分けて技術ト
ピックをまとめている。

なお、本稿ではDelphi/400の最新バー
ジョンである Delphi/400 10.2 Tokyo
の環境を使用している。

理時に FireDAC が受け取るデータ型
が、既存のプログラムで設定されている
データ型と差異がある場合、そのまま処
理すると、エラーが発生してしまう【図 3】。

また、FireDAC で新規開発する場合
でも、BCD 型のフィールドは内部的に
数値を Currency として保持するため、

「17.0 桁」のような小数 4 桁以内かつ
Currency 型で扱えない巨大な桁数を
セットしようとするとエラーになってし
まう。【図 4】

これらの現象に対してマッピング（変
換）のルールを設定することで、データ
ベースエンジン間での違いを吸収し、差
異があるデータ型を従来と同様のデータ
型として扱うことが可能となる。以下に
設定手順を紹介する。

まず、TFDConnection コンポーネン
トをダブルクリックすると、FireDAC
接続エディタが表示される。ここで設定
した内容は、紐付く各 TFDQuery や
TFDTable にも一括で適用される。個
別のTFDQueryやTFDTableコンポー
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図2　フィールド型の違い

図1　接続方式とDelphi/400のデータ型
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である（STRSQL の結果と同じ並び順
になる）。

意図的に到着順でレコードを表示さ
せたい場合は、TFDQuery を使用し、
SQL 文内で RRN（物理ファイルが内部
保持している相対レコード番号）に対し
て ORDER BY 句を掛けることで、対
象ファイルのレコードを到着順（＝レ
コードが追加された順）に並べることが
可能となる。【ソース 3】【図 12】。

2-3.フェッチによるパフォーマンス
効果

TFDConnection コンポーネントの
FetchOptionsプロパティによって、デー
タをクライアント側へ転送する際の設定
を変更できる。たとえば数十万件といっ
た大量データをオープンしようとする
と、それだけで処理に時間がかかること
が多い。しかし FireDAC の場合は、初
期設定で 50 件ずつレコードがフェッチ
されるようになっており、データを 50
件ずつ取得・表示することによって、オー
プン命令からすぐに 50 件のレコードが
表示できる。【図 13】

この際、明細表示後にカレントレコー
ドが最終レコード（50 件目）まで到達
した状態で次のレコードを取得しようと
すると、次の 50 件を取得する。この件
数は、FetchOptions プロパティ内の
RowsetSize サブプロパティで変更がき
る。この機能は、従来から使われる
TClientDataSet の PacketRecords プ
ロパティと同じような使い方ができる。

逆にデータの件数があまり多くなく、
かつデータを一括で全件表示させる必要
がある場合は、初期設定で 50 件ずつに
なっているレコードのフェッチの設定を
無制限になるように設定できる。設定は
FetchOptions プロパティ内の Mode サブ
プロパティを初期設定の「fmOnDemand」
から「fmAll」に変更する。【図 14】

なお、TClientDataSet と紐付けてい
る場合は RowsetSize の値よりもTClient 
DataSet の PacketRecords の値が優先
される。この構成では実際にデータを持
つコンポーネントが TClientDataSet と
なるからである。

び順を指定すると、取得されるデータは
ORDER BY で指定されたフィールドで
EBCDIC 順 に 並 べ る こ と が で き る。

【ソース 1】【図 10】。
フィールドに降順を指定する際は、

IBM i の STRSQL コマンド実行時と同
様 に ORDER BY 句 の 中 で 降 順 指 定
フィールドの後ろに「DESC」と記載す
る。ちなみに、BDE や dbExpress では
TClientDataSet と 紐 付 け を 行 い、
TDataSetProvider の設定値によって
EBCDIC 順になるよう指定する方法が
ある。

②ASCII 順
ASCII 順でデータのソートを行う場

合、Delphi/400 のクライアント側で
Index を設定する方法が最もシンプルで
ある。TFDTable を使用して接続する
場合、TFDTable 自身または紐付けた
TClientDataSet に、並べたい順にセミ
コロン区切りで IndexFieldNames プロ
パティを設定する。フィールドに降順を
指 定 し た い 場 合 は、TFDTable の
IndexFieldNames プ ロ パ テ ィ に

「（フィールド ID）:D」と指定することで、
そのフィールドだけ降順にすることがで
きる。【ソース 2】【図 11】

なお、従来の BDE や dbExpress で
降順を指定する際に必要であった、
TClientDataSet 側の IndexDefs および
IndexName プロパティで降順フィール
ドを別途指定する方法は FireDAC でも
使用可能である。

また、TFDQuery を使用している場
合、TClientDataSet に紐付けた上、先
述の IndexDefs および IndexName プ
ロパティを指定する。降順がない場合は
IndexFieldNames プロパティでもよい。
この Index 指定は ORDER BY 句より
も優先されるため、ASCII 順の並びで
データが表示される。

③到着順
で は、 特 に 並 び 順 を 指 定 せ ず に

TFDTable や TFDQuery をオープンす
るとどうなるのか。答えは到着順になる
場合と、EBCDIC 順になる場合の両方
がある。並び順を指定していない場合は、
並び順が保証されておらず、どちらの並
び順になるかは、IBM i の STRSQL コ
マンドで SQL を実行すると確認が可能

ネント単位でも同様の接続エディタを
持っているため、特定の 1 つのコンポー
ネントのみ例外的に特殊処理が必要な場
合は、個別に設定を行うことも可能であ
る。

次にオプションタブを選択し、「継承
したルールを無視」チェックボックスを
オンにすると、データマッピングルール
の明細が入力可能になる。エラーメッ
セージの内容が、たとえば先の【図 3】
のように「FDTable1: フィールド ' ○○
○ ' の型が一致しません。Integer が必
要ですが実際は BCD です .」と表示さ
れた場合、BCD 型で受け取る数値を
Integer 型として認識させればエラーと
ならずに読み書きが行える。また、IBM 
i と通信を行う際に考慮が必要なフィー
ルドの型は、【図 1】のように数値以外
にも存在するため、マッピングルール例
としては【図 5】のような設定も有効で
ある。

なお、マッピングの設定を行っていな
い と、 数 値 を BCD 型（TBCDField）
として IBM i と値の受け渡しを行うこ
と に な る が、Delphi/400 側 で は
TBCDField を内部的に Currency に一
度変換するため、【図 6】【図 7】のよう
に従来とおりのロジックでフィールド値
の読み書きを行うことができる。

2-2.ソート順の指定方法
IBM i からデータを複数レコード取得

する際、その並び順は大きく分けて「①
EBCDIC 順」「② ASCII 順」「③到着順」
の 3 種類のルールが存在する。EBCDIC
順 は IBM i と 同 じ「A 〜 Z → 0 〜 9」
の並び順、ASCII 順は Windows と同
様の「0 〜 9 → A 〜 Z」の並び順、そし
て到着順は対象ファイルのレコード登録
順（物理レコード順）となっている。【図
8】

以下に、【図 9】のようなファイルが
存在した場合に、FireDAC においてそ
れぞれの並び順でデータを取得する方法
を紹介する。

①EBCDIC順
EBCDIC 順でデータの取得を行う場

合、FireDAC では TFDQuery を使用
す る。TFDQuery の SQL 文 内 で
ORDER BY 句を使ってフィールドの並
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図4　マッピングエラー②

図3　マッピングエラー①
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を BDE と同様に接続終了時のデフォル
トの動作設定を Rollback にするために、

【図 20】のように TxOptions プロパティ
の設定を行う。なお、Delphi/400 アプ
リケーションを強制終了した場合など、
ジョブが異常終了する場合は BDE と同
様ロールバックされる。

4.�ファイルのメンバー
制御

最後にデータの取得・更新に共通した
テクニックとしてメンバーの制御方法を
紹介する。IBM i では 1 つのデータベー
ス・ファイルに対して複数のメンバーを
持つことができる。たとえば、ワークファ
イルを使用する際にユーザーごとにそれ
ぞれメンバーを指定したい場合、従来の
BDE では TTable の TableName プロ
パティでメンバーを直接指定できるが、
FireDAC では SQL で動作するため直
接指定できない。【図 21】

このとき任意のメンバーに対して接
続する方法は大きく 2 種類存在する。

1 つ目は、ネイティブ接続と併用可能
な場合に TAS400 コンポーネントから
OVRDBF コマンドを発行し、ファイル
名を一時変更する方法である。【ソース
6】のように、ロジック内で TFDTable
をオープンする前にネイティブ接続側で
OVRDBF コマンドを直接発行すれば、
DLTOVR コマンドで解除するか、別の
OVRDBF コマンドで上書きするまで、
指定したメンバーを参照・更新できるよ
う に な る【 図 22】。 必 要 に 応 じ て、
TFDTable を ク ロ ー ズ し た 後 に、
DLTOVR コマンドで一時変更を削除す
れば解除できる。

2 つ目は、FireDAC 単体でメンバー
を制御する方法である。これは Web ア
プリケーションや DataSnap アプリケー
ションといったネイティブ接続とジョブ
が別れてしまう構成で有効な実装方法と
なる。

まず SQL で実行できる「CREATE 
ALIAS」「DROP ALIAS」でメンバー
に対して別名を作成し、TableName プ
ロパティでそのエイリアスを指定する。

【ソース 7】【図 23】
この場合は OVRDBF とは異なり、

CREATE ALIAS は別名で実体を作成
するため、既に存在する名前でエイリア

18】のように指定する。また、設計画面
上ではフィールドが存在せず、ソース内
で設定を行う場合は【ソース 4】のよう
に指定する。なお、UpdateMode サブ
プロパティが「upWhereAll」の場合は
全フィールドを更新条件とするため指定
不要であるが、IBM i のデータに PC 側
で扱えないコード等が含まれていると条
件が一致しない可能性があるので注意が
必要である。

UpdateMode サ ブ プ ロ パ テ ィ が
「upWhereAll」以外の場合、この指定
を行っておかないと、Post の際にどの
フィールドを基準に更新（WHERE 句
を作成）するかプログラムが把握できな
い た め、 注 意 が 必 要 で あ る。

「upWhereKeyOnly」の場合は更新条件
となるフィールドがないため、プログラ
ムが自動的に upWhereAll として更新
を行う。「upWhereChanged」の場合は
値を変更したフィールドだけが更新条件
になるため、同じ値の他レコードもすべ
て更新対象になってしまう。

3-2.FireDACのトランザクション
制御

FireDAC におけるトランザクション
制御は、従来の BDE と近い実装方法で
行うことができる。設定方法を説明する。

まず TFDConnection をダブルクリッ
クして FireDAC 接続エディタを開き、
ODBCAdvanced パラメータを【図 19】
のように設定する。このパラメータには
ライブラリリストなどの他の指定もでき
るが、複数設定の指定を行う場合は、セ
ミコロンで区切る必要がある。

各機能においてトランザクション処
理を行う方法は、従来の BDE と同様で
ある。【ソース 5】

トランザクション制御において従来
の BDE と異なり注意が必要となるポイ
ントを少し補足する。それはジョブ終了
時の制御である。

BDE で は、StartTransaction か ら
Commit までの間に TDatabase との接
続を明示的に終了した場合、ジョブが終
了するためトランザクションはロール
バックされる。しかし FireDAC では、
接続終了時のデフォルトの動作設定の初
期値が Commit になっているため、ト
ランザクションがコミットされる。これ

3.�FireDACのデータ
更新に関する�
テクニック

3-1.双方向更新機能の活用
データベースエンジンには読み込ん

だレコードを直接更新できる「双方向
データセット形式」と、読み込み専用で
更新はできないがパフォーマンスが高い

「単方向データセット形式」がある。
従来の BDE 接続では TTable が双方

向データセット形式で、dbExpress で
は単方向データセット形式になってい
る。

FireDAC では BDE と同様に双方向
データセット形式となっているため、適
切な設定を行えば読み込んだレコードへ
直接更新することができる。以下に手順
を記載する。

まず、先述のマッピングの設定と同
様、TFDConnection 側 で Update 
Options プロパティを【図 15】のよう
に設定する。

こ の 設 定 が 行 わ れ て い な い と
TFDTable や TFDQuery をオープンし
た際に読み取り専用として開くため、
データの更新処理は正しく行えず、エ
ラー等が発生する可能性がある。

次に、読み込んだデータを編集して更
新する場合の設定を行う。それぞれ目的
にあわせて UpdateOptions プロパティ
の UpdateMode サブプロパティを【図
16】のように設定する。

TFDTable における各処理では内部
的に SQL 文を生成・実行する仕組みを
持っており、レコード参照・追加・変更・
削除時に、実際にはそれぞれ SELECT・
INSERT・UPDATE・DELETE の
SQL が TFDTable によって発行されて
いる。

この中で UPDATE または DELETE
を行う場合には、UpdateMode サブプ
ロパティの設定値によって、どのレコー
ドを更新対象とするかが決定する。【図
16】のとおり、UpdateMode で設定し
た値によって、どのフィールドを更新条
件とするかが決定して WHERE 句を生
成している。【図 17】

続いて、更新条件とするフィールド側
にも設定を行う。オブジェクトインスペ
クタ上にフィールドがある場合は【図
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図6　FieldByNameのロジック

図5　マッピング設定

040_057_migaro_Report_佐田_再.indd   45 18/10/09   11:43



46

スを作成しようとするとエラーになって
しまう。名前の一部にジョブ番号を使用
するなど、エイリアス名が重複しないよ
う留意する必要がある。

以上が FireDAC でのメンバーの制御
テクニックである。

5.まとめ
本稿では、Delphi/400 の開発者目線

で、検証済みの技術ポイントを中心に、
実践的な FireDAC のテクニックを紹介
した。

最近は Windows10 対応などを中心に
Delphi/400 のバージョンアップを行う
開 発 も 多 く、そ れ に 伴 っ て BDE や
dbExpress から FireDAC へ変更する
機会が増えている。その中で、参照・更
新や、メンバー処理にまつわるテクニッ
クを把握しておけば、これまでのプログ
ラムをスムーズに移行できる。

これまでのシステム開発経験を本稿
で共有することで、Delphi/400 の新機
能である FireDAC を広く活用していた
だければ幸いである。
 M
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図8　データの並び順について

図7　FieldByNameのロジック
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図10　EBCDIC順参照の取得結果

ソース1　EBCDIC順参照のソース記述例

図9　データの並び順について
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ソース3　到着順参照のソース記述例

図12　到着順参照の取得結果

図11　ASCII順参照の取得結果

ソース2　ASCII順参照のソース記述例
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図14　フェッチ設定の変更

図13　フェッチのレスポンス
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図16　UpdateOptionsの設定

図15　UpdateOptionsの設定
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図18　更新条件フィールドの設定

図17　更新条件とWHERE句
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図19　トランザクションに必要な設定

ソース4　更新キーフィールド設定のソース記述例
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図20　明示切断時設定の変更点

ソース5　トランザクションのソース記述
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ソース6　OVRDBFによるメンバー参照

図21　TableNameのメンバー指定
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ソース7　ALIASによるメンバー参照

図22　OVRDBFのメンバー参照結果
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図23　ALIASのメンバー参照結果
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